
小児科医

毎回、新しい気づきがあり、自分の至らなさを痛感すると共に、今日得た新しい視点で、次はもう少しうまく対応で

きそうな期待を持つのですが、実際は、対応能力はなかなか向上せず、うまくいかないことが多く不発な気持ちにな

ることが少なくありません。少しずつでしかありませんが成長してゆきたいと思っています。

精神科医

いつも大変お世話になっております。この度は貴重な機会をいただきまして誠にありがとうございました。 

特に、グループワークでは同じ圏域の方々と意見交換・交流を深めることができ、とても充実した事例検討会でし

た。これからも人と人とのつながりを大事にしていきながら診療に従事していきたいと思います。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。

看護師 業務には直接的に役にたたないところにいますが、広い意味で勉強になりました。

看護師

医療現場では見えてこない学校内での状況、困りごとが共有できて参考になりました。

支援する側の対話時間の確保やそのような環境を整えることも今後必要と感じました。

学校規模が大きくなることで生徒個人の共通理解が困難になるという意見に今後の課題を感じました。

心理
圏域ごとの検討になり、地域の人とのつながりができました。また、領域の異なる人の考えを知ることができ、日常

臨床に活用することができそうです。有意義な機会を作っていただき、ありがとうございました。

教員
わかりやすい資料をありがとうございました。現場で出会うこどもたちの姿を思い浮かべました。今後に活かしてい

きたいと思います。

教員

杉本先生の講義は具体的で、初学者にもとても分かりやすいです。子どもに一番近いところにいる者が「もしかした

ら、トラウマでは？」という視点を持って子どもに接することの必要性や対応の方法を学ぶことができました。グ

ループワークでも違った業種の方の話をお聞きすることができて、とても有意義でした。

教員
トラウマ事例よかったです。 

グループトークでも、よいアドバイスをいただくことができました。

教員

杉本先生から、具体的かつ分かりやすいお話を聞かせていただき、とても実りある事例検討会でした。ありがとうご

ざいました。自分がこれまでやってきた子どもへの対応の振り返りもできました。この検討会に繰り返し参加するこ

とで、子どもに対する見方、考え方が、これまでより広い視点に立てるようになってきたと感じています。教員を長

くやっていると、対応が自分流になることがあります。そうではなく、子ども自身をしっかりと見て、根拠ある対応

ができるように、今後もこの検討会に参加していきたいです。

教員

・ミニレクチャーについては、限られた時間の中ではありましたが、杉本先生のスライドに丁寧なアドバイスがあ

り、とても参考になりました。当校職員の中でも共有し、今後の教育活動に活かせるものが多かったと感じていま

す。 

・グループワークは初の試みの圏域ごとのグループでしたが、地域の様子がある程度わかる中での情報共有でしたの

で、とても良い機会でした。これまでの全く知らない人との交流もとても大切な良い機会ではありますが、連絡を取

りやすい関係性でのグループ分けはよかったと感じています。

教員

スライドが読める形式になっているので、振り返りに役立ちます。現在、学校でトラウマが原因と思われる課題を抱

えている子の対応しているので、トラウマか否かの判断基準及びトラウマケアが学校でも出来るレベルのものがある

と知り、とても役立ちました。 

後半のグループワークでは、地域の異業種の方との交流により、幅広い視点を取り入れることができ、生徒指導提要

に書かれているチーム学校づくりの具体的イメージを作るのに役立ちました。

教員

今回は、同じ圏域の中で、多職種でのグルーピングだった。人数も地域わりもよかったと思う。その職種で力のある

方がグループの中にいることで（グルーピングの際の配慮でしょうか）、短い時間の中でいろいろ話を聞いたり話し

たりすることができたように思います。

教員
様々な立場の方からのお考えやご意見をいただき、本当にありがとうございました。今からでも自覚し、行動できる

ことがありました。

教員
以前と重なる内容もあったが、繰り返し聴いてもよいように工夫がされていたように感じた。

配布資料はとてもわかりやすく、ありがたい。

教員
私の経験値不足と立場が、今回のグループワークのテーマと合わなかった。同じグループの方にも申し訳なかった。 

医療関係者など専門家向けのグループワークだった。

教員

トラウマを抱える生徒ではないかと思うケースに対応していたため、理解を深めるために受講したが、多くの知見を

得た。また、グループワークがとても有意義であった。また参加したい。 

 

※トラウマを抱える生徒は教育従事者だけでは解決しないことも痛感しております。しっかり知識を得て、トラウマ

を悪化させないかかわり方と、適切に外部連携するコーディネートの力が必要であると感じます。 

教員 高校の大変な状況がわかり、高校の現場の対応が急がれるなぁと実感しました。

＜「事例検討会」全体を通しての意見・感想＞

医療従事者

教育関係者



教員 シリーズで継続することが地域の力になると思う。杉本先生頑張ってください。

教員

さまざまな機関が連携することの大切さを改めて感じた。情報共有をすることで一貫したアプローチができる。ま

た、医療機関やSCなどは子どもや親が自ら行かないと関係性をつくれないことから、学校がそれらの機関と連携し

つつ受診を促すことで各機関が関係性を構築するお手伝いができる。卒業後は学校が積極的に対応できなくなってし

まうが、その後も医療機関やカウンセラーとのつながりがあれば、子どもの支援を継続できると改めて感じた。

教員

講義では、迷いながら支援をしていたことに、はっきりとしたご指導があり大変ありがたかったです。 

グループワークでは、支援の具体について情報交換することができ、明日からの仕事で役立てることができそうで

す。 

次回もぜひ参加したいです。 

ありがとうございました。

教員
初めて参加させていただきました。新潟県内のいろいろな職種の方が集まって場なんで行くところがとても意味ある

ことだと思いました。参考になる内容がいくつもありました。

養護教諭 所属している圏域でのグループワークは有益だった。関係機関との連携先や地域性を共有できた。

養護教諭

始めて参加させていただきました。多様な職種の方とグループワークができることは、とても貴重な機会でした。近

隣の地域でのグループ編成も良かったです。また、参加したいと思います、 

事例検討の途中で、こちらの都合で回線が途切れ、退室してしまいました。申し訳ありませんでした。

養護教諭
ミニレクチャーがいつもながら分かりやすくて良かったです。ありがとうございました。

グループワークは、子どもに関わる様々な職種の方々のお話が聞けるので大変参考になります。

養護教諭

トラウマを視野に入れて常に接することの大切さと、レジリエンスを生活に取り入れる重要性を生徒に伝えたいで

す、そして，せめて保健室にいる時には「あなたが大切」という愛のメッセージを言葉や行動、体全身で伝えたいと

痛感しました。グループワーク参加できなくて申し訳ありませんでした。

特別支援コーディネーター
今回、保護者が同じグループとあってテーマがテーマだけに話しにくいところがありました。 

同じ地域という縛りだとそういうことも発生するのですね。

スクールカウンセラー グループワークよりは、ミニレクチャーに関する質疑応答を充実して欲しかったです。

スクールカウンセラー
杉本先生のご講義が具体的でわかりやすく、また、グループワークで異業種の方のお話を伺える貴重な機会もあり、

充実の1時間半でした。明日からまた頑張れます。ありがとうございました。

スクールカウンセラー
杉本先生のレクチャーがとてもわかりやすく、またグループワークでのシェアの時間が有意義であり、充実した時間

でした。お忙しい中、関係者の皆さま、ありがとうございます。次回も楽しみにしております。

スクールカウンセラー

皆さんが抱える「子どものトラウマ」の事例を聴き、自分のこれまでの経験と照らし合わせて考えることができた。

テーマの「感情のコントロールの支援」と、「支援者に生じる気持ちと、向き合い方」の二つがどこかでつながって

いるように感じた。今回の4人での話し合いでも、一方のテーマに焦点を当てながら検討したが、やがてもう一方の

テーマに関連する話にもなった。

相談機関従事者 子どもの分野は、連携しにくい印象があるので、このような会は重要だと思います。

相談機関従事者

・子どものトラウマ治療に関わると、親のトラウマ治療も必要なことが多い。虐待の世代間連鎖などは、何代も、１

００年以上も続いているもの。１，２年の関わりで変わることは難しい。１０年関わってよくなってきたらよいくら

いの気持ちで、長く関わり続けることが大事。

・中身のない全肯定（存在自体への肯定と言える）を安心安全に、継続して子どもに感じさせられるのは親

・グループワークでは、立場は違っても支援者に生じる気持ちと、それに対する向き合いについて共感しながら意見

交換できた

相談機関従事者

ミニレクチャーがとても勉強になった。 

担当児童にすぐキレる子がおり、先日初回面接が終了したところだった。一旦は児童の主張を聞き留めて終了した

が、今後指導をどのような切り口で話題にするか、どのような声掛けをしながら指導を進めていくか、を担当福祉司

と悩んでいたところだった。まさに資料のとおりの児童で参考になったため、次回面接以降実践したいと思う。

相談員

先生のお話は大切ですし理解できました。しかし、落ち着いて話ができる診察場面やマンパワーのある入院病棟では

ない、学校や放デなどの生活場面で、受容的になればなるほど一時期子供の行動は荒れます。そうなると支援者は無

力感を感じて揺れてしまいます。 

態度や話し方などで「大人として揺らがない姿勢」や「枠」「ルール」を醸し出しながらも「こどもの気持ちには共

感していること」を伝えるのは、並大抵のスキルではできないことで、大切だけど難しいことです。この研修でノウ

ハウの話にばかりなるのは残念だと感じました。

保健師 様々な所属、職種でしたが前向きな意見交換となり元気がもらえました。

行政機関担当者

今回も大変興味深く拝聴しました。「こういう状態であれば医療に」というお話がありましたが、児童精神科はなか

なか予約が取りづらく困ることがあります。医療が必要な状態になる前に、地域でできることを学べるとありがたい

です。

保健・福祉関係者



行政機関担当者

毎回資料の共有がありがたい。このネットワークや研究会が来年度以降より広がっていくことに期待したい。支援者

の質向上は、それぞれの機関が独自にできないことであり、多職種がこうした場でやり取りできることが非常に重要

だと日々感じる。普段の現場で会わない人たちだからこそ語れるものもあり、また聞ける話もあり、そうしたやり取

りや双方向性の研究会の積み重ねをしていくことで、自身の支援観を振り返ったりすることになる。そうしたものが

明日から出会う子への一言目や、同僚、関係機関との連絡の中の言葉ににじみ出ると思う。

その他

トラウマについて知識がなく、今回受講しました。本人の気持ちや望みを聞き取り、関係者が支援目標を共通理解し

連携することの大切さを感じました。グループワークでは、普段は話のできない職種の方から意見を聞くことができ

参考になりました。

その他
勉強になりました。ありがとうございました。 

職場内でも共有して、これからの業務にいかしていきたいと思います。

その他
今回初めて参加しました。トラウマについての知識が全くなく大変勉強になりました。グループ討議では、普段なか

なかお話ができない職種の方たちの話が聞けたためとても新鮮でした。ありがとうございました。

その他

グルーミングについては昨年に16歳未満の者に対する面会要求の罪や性的姿態等撮影罪等新設されたが、それに限

らず、そもそも、もともとの環境（成育歴等）に対して何かしらの情報や対策を取り組むような政策や社会の理解が

ないと改善は難しいと感じる。100年という年月に育まれてきた？世代というお話だったが多くの人が「知る」こと

で変わっていけるのでは、と信じたい。みなさん、真摯に取り組んでおられる様子がわかって良かったです。

その他



心理

杉本先生の話が、進化していてとても面白かったです。また、ブレイクアウトルームのセッションが地域ごとに分け

られ、かつ時間が長くとられており、余裕をもって話し合うことができました。次回も今回と同じ形での運営を希望

します。よろしくお願いします。

教員 選択制緘黙症の生徒への対応について取り上げていただけるとありがたいです。

教員 起立性調節障害の生徒の支援について知りたいです。

教員

・今回のグループワークでも話題になりましたが、学校現場からいかに医療や相談機関につなげるかが課題だと感じ

ています。本人への働きかけと最大のネックは保護者です。また、中学校にいると中学校からのスタートでは遅い、

もっと早い段階で医療につなげていればもっと方法があったのにと医師からの言葉があります。まさにその通りだと

感じています。是非小学校や幼年段階でどう関わり、働きかけるかをテーマにしてもらえたらと思います。

教員

ある子供が問題行動を起こした際、その対処法を考える場合、子供に関する様々な情報（例えばジェノグラム、発達

障害の診断の有無、エピソードなど）を集めて、それを理論で分析していくアセスメントが必要だと思います。 

その感覚を養いたいので、その具体的な事例をご説明いただきたいです。また、その後は、演習とし、1つの架空の

問題行動を提示頂き、その子供の持つ多くの情報を聞き取り、そこから参加者がアセスメントし、対処法を検討して

いく演習をして頂けると、ありがたいです。

教員 いろいろな悩みがそれぞれにありますので、現場で即対応できる具体的な対応を教えていただきたい。

教員 可能であれば講義なしで、事例検討をグループで行ってみたい。

教員 もう少し、知識や経験値の無い人向けの講習会があるとありがたいです。

教員

１８：３０開始と、本来の業務に影響しない時間帯の開催はありがたい反面で、家庭人としては厳しい時間帯です。

しっかり学びたい気持ちと、ワークライフバランスとの間で揺れ動きますが・・・勤務時間内の開催だとしたら出会

えない職種の方とも交流できたと思いますので、意義はあります。（改善してほしいとかではなく、独り言です。意

欲的に学ぶほど、仕事量も増え、家庭も厳しい…切ないものですね。） 

 

引き続きトラウマの子どもとのかかわりについて学ばせていただきたいです。

教員

事務局の皆様、運営お疲れ様でした。 

いつもありがとうございます。 

ちょっとした心の不調で、すぐ医療機関を受診する生徒が増えていると実感します。医療機関を受診しなければ対応

できないというのが問題かなと思います。 

ちょっと雨が降っただけで車で送る時代です。子どもが自分の足で歩けなくなるのも当たり前かと。 

つまりは親の甘やかしじゃないのか？そもそもレジリエンスとかトレランスを高めるには、どうすればいいのか？悩

ましいです。

教員 地域別にグループ編成するのはとても良いと思う。今後もぜひ。

教員

グループワークよりも専門家（杉本先生）のお話をたくさん聞きたかったので、ミニレクチャーの時間をもっと長く

確保していただけるとありがたかった。様々な職種が連携をしていく必要があるという杉本先生の理念は大事なこと

だともちろん捉えています。

教員

強度行動障害 

反抗挑戦性障害 

の子供への対応について

教員
これまでの資料がのせてある場所が分からないため、メールにリンクを載せていただく等で教えていただけるとあり

がたいです。

養護教諭
今回のような形態での実施を希望します。 

検討する内容は、ある程度の状況が設定されていると、具体的に話しやすいと感じました。

養護教諭

小児でも精神疾患を疑う事例があります。判断する視点や、そういったときどいう手順で医療に繋げて行くのか教え

て欲しいです。 

 

ちょっと常識では考えられないような事が家で起きているという児童の話で混乱させられた事例がありました。この

ような事例に関わる時の配慮事項があったら教えて下さい。

特別支援コーディネーター トラウマは何度でも聞きたい内容です

スクールカウンセラー 初めて参加したので、まだよく分かりません。

＜今後の事例検討会に関する要望等＞

医療従事者

教育関係者



相談機関従事者 ペアレントトレーニング

相談機関従事者

グループワークの編成について、同じ圏域だからこその難しさを感じた。 

同グループに普段から顔を合わせている関係機関の方がおり、事例を交えながら話すとなると、かえって話しづらさ

を感じた。また同じグループ内に同じ所属の人がいたため、情報交換や考え方の偏りが生じてしまったと感じる。 

一方で全く知らない方もいたため、今後顔を合わせて仕事をする機会があると考えると、顔合わせも兼ねた良い機会

となったため、今まで通りのバラバラなグループか、今回のようにするかは同圏域の出席人数も考慮していただきた

いと感じた。

相談機関従事者
講義内容を少し変えて、同じような形で続けていけると、いろんな人が参加して学び、連携しやすくなっていくと思

います。

相談員

学校での暴力行為発生は新潟県が全国一位だそうです。先生は「この位の子供は専門家の治療を」といいますが、今

は予約も取れません。地域でできることを探って研修に参加していますが、結局は医療やトラウマ治療なのでしょう

か？医療モデルでは「治療を」ということでしょうけれど「生活モデル」でいえば「子供たちの生活をどう支えて、

良い経験をさせていくか」だと思います。医療との連携の重要性はわかりますが、医療の前にもっとできることはな

いのでしょうか？会でこどもへの話の聞き方や親への伝え方の練習をするのはどうですか？

保健師
それぞれの立場で抱える｢困った｣について話し合える場になり、ここをきっかけに地域の関係者が必要な時に顔を

あわせて子どもを主役とした協働につながっていくと良いと思いました。

行政機関担当者
小児科の先生も毎回何人か出席されているようです。小児科の立場から見たこどもの心の問題へのアプローチについ

てお聴きしてみたいです。

行政機関担当者

妊娠前思春期女子への性行動への対応　デートDV　グルーミングへのより理解　支援者がどのように声掛けするか

性的発言がある子への適切な対応方法　盗癖　記憶の問題なのか事実と異なる発言が頻回な子への対応　さみしさへ

の対応　 

関係機関との連携方法　ケースの見立て　アセスメントのとりかた（他機関が何を知りたいのか）

その他 進化心理学のような切り口での解説や解決の糸口のような事を学びたいです。

その他

保健・福祉関係者


